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図-1 札幌駅前通地区と地下歩行空間 

図-2 地下歩行空間平面図 

 上記のコメントは、「チ･カ･ホ」の状態をよく表現しており、別掲載する写真と合わせて見ていただけ

れば、雰囲気を感じ取れるかと思います。 

 ■「チ･カ･ホ」の設置目的 

 「チ･カ･ホ」の設置目的は大きく二つありました。一つ目は、札幌の都心の骨格軸として位置づけら

れている駅前通の機能の充実と地下活用の推進です。 

二つ目の目的は、都心の回遊性の促進です。「チ･

カ･ホ」北側の「ＪＲ札幌駅前地区」は国鉄民営化に

伴う再開発により商業の活性化が進み、古くから都

心の商業機能を担っていた「大通地区」との格差が

生じました。「チ･カ･ホ」は、その両地区を結び都心

における人々の回遊性を高め、都心全体の商業活動

の活性化を図るものとして、周囲の期待を集めて計

画されたものです。 

■ 「チ･カ･ホ」の構造（道路と広場） 

 「チ･カ･ホ」には、「道路」と「広場」の二つの顔が存在しています。札幌駅前通の道路下にある地下

通路も法律的には「道路」です。「広場」は“憩いの空間”と“交差点広場”がそれですが、具体的には、

「道路」に「広場」の市条例を施し誕生させました。これには、通路の設置者である行政（国・市）が

市民の声を聞き、「人が通るだけの無愛想な空間ではなく、にぎわいを高め楽しさを演出する広場を設け

て、イベントや販売が出来るようにしたい」と意図したことから実現をみました。結果的には、市民に

喜ばれる施設が誕生したわけですが、その考え方は非常に評価が高く、各都市の担当者の皆さんが頻繁

に視察に来られる点からも言い表されていると思います。 

① 憩いの空間  通路両側約４ｍ 市民・企業への貸出可（平日 200 円/㎡ 休日 300 円／㎡） 

② 交差点広場    ３か所（北大通・北２条・北３条）、市民・企業への貸出可（平日 300 円/㎡ 休日 400 円／㎡） 

③ 接続空間      地下歩行空間と民間敷地の接続部分（接続しているビルは９か所 ～H26.1 現在） 

④ 通行部分   通路の中心 12m 人が通行する部分とし、安全性の観点から催し物等は不可（広場条例非該当） 
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●資本金 990 万円（198 株） 
●株主  17 社・団体 
札幌駅前通振興会、駅前通沿道企業 10
社、駅前通隣接企業４社、札幌商工会議

所、札幌市 
●５つの目標 
・空間活用によるにぎわいづくり 
・個性豊かなストリート文化の創出 
・安全・安心・快適な環境整備 
・将来のまちづくりを担う人材育成 
・駅前通地区、札幌、北海道の魅力発信

表-1 札幌駅前通まちづくり株式会社の概要 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

(2)「チ･カ･ホ」の活用状況 

 「チ･カ･ホ」の活用状況ですが、「歩行者通行量」は、夏季で５～６万人、冬季で７～８万人（いずれ

も7:00-19:00 の 12時間計測）とカウントされており、計画目標の４万人/日をはるかに超えた人たちに

活用されています。次に、「広場の稼働率」ですが、これも予想をはるかに超えた利用があり、先に述べ

た通路の両側にある「憩いの空間」は約 90％（平日・休日平均）、交差点の下に設けられた「交差点広

場」に関しては約80％（同）もの活用があります。 

利用者アンケートによると、約７割が「快適に歩行したいため」と答えており、その理由のひとつと

して、「天気」や「信号」等の影響を受けずに移動できることが挙げられています。また、広場利用に関

しては、“天候に左右されずにイベント等が開催可能”“７万人の人が通る空間なので効果が高い”など

があげられています。なお、「憩いの空間」に関しては、“イベント等を可能とするスペース”と“気軽

に休憩するスペース”に区分し、前者のみ貸し出していますので、憩いの空間全域ではありませんが、

90％を超える稼働率は、やはり市民にいかに親しまれているかを表している数値と思っています。 

 

３ 札幌駅前通まちづくり株式会社 

(1) まちづくり会社設立の経緯 

札幌駅前通まちづくり株式会社は、2010 年９月に

札幌駅前通に関係のある企業 17 社・団体により設立

されたもので、「地域をエリアマネジメントする会社を、

関係者自らが出資し創設しよう」とするものです。約

3 年間の検討期間を有しての出発でした。 

 

 

図-3地下歩行空間断面図 
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 ・規模と金額  縦 2m×長さ 14m   400 千円/週 

         縦 2m×長さ 30m  3,100～3,900 千円/３ｶ月（場所によって大きさと金額が異なる） 

 ・販売形式  指定代理店制度（現在８社の広告代理店と契約  販売手数料：25％） 

 ・その他  デザイン規制あり（当社内部にデザインの専門家を含む「審査委員会」を設置） 

 

(4) まちづくり会社のこれまでの取り組み 

 「チ･カ･ホ」の運営に際しては、単に広場を貸出するばかりではなく、「チ･カ･ホ」に適した什器の整

備、イベントに係るデザインの提案や販売等の事例を啓発する等の自主事業も行っています。紙面の関

係上それぞれの説明は割愛させていただきますが、詳しくは写真やホームページを参照してください。  

また、地上のまちづくりに寄与する「情報誌の発行（『sapporo 駅前十街区』4 回発行）」、「にぎわい

の創出に寄与する道路を活用したオープンカフェ」、「環境や美化の推進を目的とした植栽プランターの

設置」、「サラリーパーソンなどが気軽に交流できる場づくり」（越山計画）などを行ってきました。特に、

建て替え前のビルの一部を“リノベーション”してつくった『越

山計画』は、アート展示スペースとしての活用も合わせたことか

ら、『アートとコミュニティが融合し気軽に訪れることが出来る場』

として、各方面から高い評価を得ました（これらについても、詳

しくは写真やホームページをご参照ください）。 

 

(5) 今後の取り組み 

札幌駅前通まちづくり株式会社の運営に携わることになったときに、まず疑問に思ったのは『誰のた

めのまちづくりなのか』、『このまちづくりの主役は誰なのか』でした。そこで、考えついたのが主人公

としての「ビジネスパーソン」です。彼らこそが、このまちで生活する「主体」であり、それをまちの

主人公にして、このまちに必要な機能や使い方を考えようと思いました。 

次に必要と考えたのが、多様な人たちが、それぞれの得意な分野を活かして繋がり、まちづくりを考

え実行する「しくみ」（プラットフォーム）です。経済優先になりがちな都心のまちづくりを、生活する

人の意識や思いが伝わる「しくみ」を介して行うことは、大きな意義を持つものと考えています。今後

は、この「しくみ」を活用してまちづくりに取り組むことになりますが、既に、駅前通のビル所有者や

行政が参加する「札幌駅前通地区活性化検討委員会」、生活の実体験をとおして望まれる施設や地域のコ

ミュニティを高める催し物などについて話し合う「ワーキンググループ会議」（若手の「ビジネスパーソ

ン」を中心に構成）が動き始めています。 

今後、「チ･カ･ホ」の利便性などを利点として、ビルの建て替えを考える機会が多くなると思われます。

しかし、地方都市の再開発では、容積率をインセンティブとした開発促進の手法が機能しないとの声も

あります。このような状況下にあっても、「ビジネスパーソン」のための施設づくりが床の需要を補い、

ハード・ソフトがマッチした魅力ある街並み形成に繋がると考えています。 

 越山計画 



6 
 

ともあれ、ビジネスパーソン、ビルオーナー、店舗経営者、アーティストなど多様な連携の中でまち

づくりを考えることが、人の息吹を持つ札幌の都心ならではの文化や空間を育むものと信じており、当

社としても、その橋渡し役や施設の企画・管理を行う主体として、このまちの育みに汗をかきたいと思

っています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ホームページ  札幌駅前通地下歩行空間「チ･カ･ホ」http://www.sapporo-chikamichi.jp/space/ 

札幌駅前通まちづくり株式会社 http://www.sapporoekimae-management.jp/ 
 
  ■筆者略歴 

昭和 24 年（1949 年）生まれ、北海道出身。北海学園大学工学部建築学科を卒業後、札幌市職員に

採用され、平成 22 年建築部長で定年退職。同年から現職。公務員時代から“まちづくり系市民活

動”に携わり、現在も NPO えべつ協働ねっとわーく理事長を務めるなど幅広く活動している。 
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